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敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜
織
田
信
長
ら
三
英
傑
が 

軍
議
を
開
い
た
城

か
つ
て
美
浜
町
佐
柿
に
存
在
し
た
国
吉

城
。
織
田
信
長
が
越
前
攻
め
の
際
に
滞
在

し
、
木
下
藤
吉
郎
（
豊
臣
秀
吉
）
や
徳
川
家

康
ら
と
と
も
に
軍
議
を
開
い
た
城
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
で
紹
介
さ

れ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

国
吉
城
は
、
弘
治
２
年
（
１
５
５
６
）
に

若
狭
守
護
大
名	

武
田
家
重
臣
の
粟あ

わ

屋や

勝か
つ

久ひ
さ

に
よ
っ
て
築
城
。
武
田
氏
の
当
主
の
座
を
め

ぐ
る
争
い
を
発
端
と
し
て
、
後
に
10
年
余
に

わ
た
り
越
前
朝
倉
氏
の
侵
攻
を
受
け
ま
し
た

が
、
籠
城
戦
で
若
狭
と
越
前
と
の
国
境
を
守

り
抜
い
た
〝
難
攻
不
落
の
城
〟
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
国
吉
城
は
、
丹
後
街
道
の
要
所
と
し
て

重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
山
城
で
す
。
山

頂
か
ら
敵
の
動
向
を
見
渡
せ
る
守
り
に
有
利

な
地
形
を
生
か
し
、
朝
倉
氏
が
差
し
向
け
た

大
軍
勢
を
わ
ず
か
８
０
０
人
ほ
ど
の
地
侍
や

民
衆
た
ち
で
撃
退
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
若
狭
国
吉
城
歴
史

資
料
館
の
大
野
康
弘
館
長
。
資
料
館
が
所
蔵

す
る
軍
記
『
国
吉
籠
城
記
』
に
は
、
当
時
の

戦
い
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
ヶ
崎
の
退の

き
口ぐ

ち

で 

信
長
の
命
運
を
分
け
た

『
国
吉
籠
城
記
』
に
は
、
信
長
入
城
時
の

記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
信
長
は
朝
倉
勢
を
相

手
に
城
を
守
っ
た
地
侍
を
称
賛
。
さ
ら
に
山

頂
か
ら
の
眺
め
を
、〝
言
語
道
断
の
境
地
〟

と
褒
め
称
え
、
城
下
町
づ
く
り
を
勧
め
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
４
月
、
信
長
の

軍
勢
は
国
吉
城
か
ら
敦
賀
に
攻
め
入
り
、
一

乗
谷
を
目
指
そ
う
と
し
た
矢
先
に
、
ま
さ
か

の
浅
井
長
政
の
裏
切
り
。
織
田
軍
は
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
世
に
言
う

〝
金
ヶ
崎
の
退
き
口
〟
で
、
信
長
は
国
吉
城

を
経
由
し
て
帰
京
。
態
勢
を
立
て
直
し
、
同

年
６
月
に
近
江
国
姉
川
で
浅
井
・
朝
倉
軍
を

撃
ち
破
り
ま
す
。

「
国
吉
城
が
健
在
だ
っ
た
か
ら
、
織
田
軍

は
撤
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
、

永
禄
６
年
（
１
５
６
３
）
か
ら
の
朝
倉
氏
の

侵
攻
で
城
が
落
ち
て
い
た
ら
、
歴
史
は
変

わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
」（
大
野
館
長
）。

『
国
吉
籠
城
記
』
に
明
智
光
秀
の
記
述
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
光
秀
は
金
ヶ
崎

の
退
き
口
で
秀
吉
と
と
も
に
し
ん
が
り
を
務

め
て
お
り
、
他
の
史
料
か
ら
も
信
長
ら
と
と

も
に
国
吉
城
に
逗
留
し
た
可
能
性
は
高
い
で

す
ね
。
信
長
を
討
っ
た
反
逆
者
の
た
め
、
記

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
32
）０
０
５
０

述
を
外
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
す
」

と
い
う
大
野
館
長
の
解
説
か
ら
も
歴
史
の
面

白
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

国
吉
城
下
町
が
佐
柿
集
落
の
起
源
に

本
能
寺
の
変
の
後
、
国
吉
城
主
と
な
っ
た

の
が
木き

村む
ら

常ひ
た
ち
の
す
け

陸
介
定さ

だ

光み
つ

で
す
。
国
吉
城
は
土

づ
く
り
の
山
城
で
し
た
が
、
定
光
の
統
治
期

に
石
垣
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
発
掘
調
査
で
は
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る

古
い
石
垣
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
光
は
丹
後
街
道
を
中
心
に
城
下
町
を
整

備
。
天
正
14
年
（
１
５
８
６
）
春
に
完
成
し

た
城
下
町
が
、
現
在
の
佐
柿
集
落
の
起
源
と

な
り
ま
し
た
。

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
か
ら
つ
づ
ら
折

り
の
山
道
を
登
る
こ
と
約
30
分
、
国
吉
城
の

本
丸
跡
が
残
る
山
頂
か
ら
は
、
信
長
も
讃
え

た
雄
大
な
若
狭
の
絶
景
を
眺
め
ら
れ
ま
す
。

若狭国吉城資料館が所蔵する「国吉籠城記」の写本
の一つ。「信長公」「徳川家康」「木下藤吉郎」の三英
傑の名前が確認できます。

歴史考証のもと描かれた戦国時代の国吉城。丹後街道
を見下ろす守りに有利な地形であることがわかります。

イラスト /香川元太郎氏　監修 /中井均氏
協力 /若狭国吉城歴史資料館

若狭国吉城歴史資料館
館長　大野 康弘さん

大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
！

大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
！

難
攻
不
落

難
攻
不
落
のの
国
吉
城

国
吉
城

若狭国吉城資料館の来場者は、大河ドラマ「麒
麟がくる」の放送があった11月は2000人超と
なり、前年から倍増。大いに注目を集めました。

8


